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大
橋
町
長
は
、
今
年
度
の
施
政
方

針
の
中
で
、
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
昨
年
度
新
た
に
特
命

事
項
推
進
監
を
設
置
し
、
部
や
課
を

横
断
し
た
チ
ー
ム
で
課
題
等
の
検
討

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
職
員
が
自
主

的
か
つ
創
造
的
に
職
務
と
向
き
合
う

こ
と
で
、
組
織
の
活
性
化
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
町
民
の
満

足
感
の
向
上
、
何
よ
り
も
重
要
な
安

心
・
安
全
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
今
年
度
に
お
い
て
も
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
形
で
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。」と
基
本
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
町
政
の
運
営
方
針
と
し

て
、「
①「
養
老
町
第
五
次
総
合
計
画

（
通
称
：
絆
プ
ラ
ン
）
」
の
最
終
年
度

と
し
て
成
果
を
ま
と
め
上
げ
る
と
と

も
に
、
各
施
策
の
着
実
な
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
②
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」「
町
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
地
域
自
治
町

民
会
議
の
設
立
と
運
営
に
つ
い
て
、

今
後
も
強
力
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。
③
養
老
公
園
が
開
園
１
４
０
周

年
を
迎
え
、
本
町
に
と
っ
て
も
観
光

ビ
ッ
グ
イ
ヤ
ー
と
い
え
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
機
会
に
養
老
の
特
色
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
、
交

流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

予
算
の
内
訳
は
、
一
般
会
計
が

１
１
０
億
６
０
０
万
円
、
特
別
会
計
・

企
業
会
計
が
合
わ
せ
て

84億
６
１
０

万
円
で
、
予
算
総
額
は
１
９
４
億

１
２
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
が
前
年
度
比

14･
７
％

減
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
は
、

前
年
度
比
４
･
６
％
増
、
総
額
は

前
年
度
比
７
･
３
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
面
で
は
、

町
税
に
つ
い
て
は
前
年
度
か
ら
微
増

の

34億
１
８
５
万
８
千
円
を
計
上
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

比
１
･
７
％
増
の

22億
９
０
０
万
円

を
見
積
も
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
債
に
つ
い
て
は
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
、
地
方
道
路
等
整

備
事
業
債
、
児
童
福
祉
施
設
整
備
事

業
債
、
保
健
体
育
施
設
整
備
事
業
債

な
ど
、
総
額
で
９
億
９
３
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

令和２年度の予算が決定しました

予算総額は194億1,210万円

養
老
町
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
に
開
会
さ
れ
、
最
終
日
の

19日（
木
）、

一
般
会
計
１
１
０
億
６
０
０
万
円
、
８
つ
の
特
別
会
計
お
よ
び
２
つ
の
企
業
会
計

合
わ
せ
て

84億
６
１
０
万
円
に
の
ぼ
る
令
和
２
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
承
認
さ
れ
た
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般会計：110億 600万円
特別会計： 70億7,440万円
企業会計： 13億3,170万円

基
本
姿
勢
・
運
営
方
針

予
算
の
あ
ら
ま
し
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歳入 歳出

令和２年度 養老町一般会計当初予算

歳入歳出予算額11，006，000千円

その他
10,175 0.1％

民民生生費費
33,,556633,,665544
3322..44％％

総総務務費費
11,,887788,,889944
1177..00％％

衛衛生生費費
11,,117711,,887700
1100..66％％

議会費
105,498 1.0％

商工費
138,139 1.3％

農林水産業費
492,528 4.5％

土土木木費費
779922,,441100
77..22％％

公公債債費費
885533,,003333 77..88％％

教教育育費費
997711,,554422 88..88％％

消消防防費費
11,,002288,,225577
99..33％％

会 計 名
令和２年度

当初予算額

令和元年度

当初予算額

比 較

増減額 増減率

一般会計 11,006,000 12,908,000 △ 1,902,000 △ 14.7

特別

会計

国民健康保険 3,595,300 3,437,800 157,500 4.6

簡易水道 29,900 24,400 5,500 22.5

食肉事業センター 130,000 136,000 △ 6,000 △ 4.4

住宅新築資金等貸付 4,800 5,000 △ 200 △ 4.0

公共下水道事業 0 374,900 △ 374,900 皆減

農業集落排水事業 32,500 30,800 1,700 5.5

介護保険事業 2,907,400 2,894,000 13,400 0.5

介護サービス事業 16,700 16,000 700 4.4

後期高齢者医療 357,800 327,300 30,500 9.3

計 7,074,400 7,246,200 △ 171,800 △ 2.4

企業

会計

上水道事業 765,300 793,200 △ 27,900 △ 3.5

公共下水道事業 566,400 0 566,400 皆増

総 計 19,412,100 20,947,400 △ 1,535,300 △ 7.3

会計別予算 単位：千円、％

単位：千円

その他の内訳

利子割交付金 4,000

配当割交付金 16,600

株式等譲渡所得割交付金 8,600

法人事業税交付金 19,000

環境性能割交付金 22,000

地方特例交付金 21,300

交通安全対策特別交付金 2,590

財産収入 17,506

繰越金 60,000

その他の内訳

労働費 135

災害復旧費 40

予備費 10,000

分担金及び負担金
100,215 0.9％

諸収入
245,710
2.2％

使用料及び手数料
272,648 2.5％

地方譲与税
190,760 1.7％

寄附金
510,031
4.6％

繰入金
532,250
4.8％

その他
171,596 1.6％

地地方方消消費費税税
交交付付金金
661122,,550000
55..66％％

町町税税
33,,440011,,885588
3300..99％％

町町債債
999933,,000000
99..00％％

地地方方交交付付金金
22,,220099,,000000
2200..11％％

国国庫庫支支出出金金 885577,,335577
77..88％％

県県支支出出金金
990099,,007755
88..33％％
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◆
学
校
教
育

町
教
育
大
綱
に
基
づ
き
「
ひ
と
り

ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
養
老
町
で
子
ど
も
を
育
て
て

良
か
っ
た
と
、
誰
も
が
実
感
で
き
る

教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

就
労
等
で
放
課
後
な
ど
に
保
護
者

が
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
１
年
生
か

ら
４
年
生
の
児
童
を
受
け
入
れ
て
い

る
留
守
家
庭
児
童
教
室
事
業
を
拡
充

し
、
夏
休
み
期
間
に
つ
い
て
は
、

６
年
生
の
児
童
ま
で
を
受
け
入
れ
、

児
童
の
生
活
指
導
を
通
じ
て
、
自
主

性
・
社
会
性
・
創
造
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

校
舎
以
外
の
付
属
設
備
に
も
老
朽

化
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。
各
学
校

に
お
け
る
遊
具
に
つ
い
て
、
改
め
て

安
全
性
を
見
直
し
、
更
新
な
ど
を
計

画
的
に
実
施
し
ま
す
。

◆
青
少
年
育
成

全
国
か
ら
応
募
さ
れ
て
い
る
「
家

族
の
絆
・
愛
の
詩
」
募
集
事
業
に
つ

い
て
は
、
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る
絆

を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
目
指
し
、

「
親
孝
行
の
ふ
る
さ
と
養
老
」
を
さ
ら

に
全
国
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
学
習

町
民
憲
章
の
実
践
と
生
涯
学
習
の

推
進
母
体
で
あ
る
「
親
孝
行
と
生
涯

学
習
を
進
め
る
ま
ち
養
老
」
町
民
会

議
の
ま
ち
づ
く
り
「
５
つ
の
呼
び
か

け
」
実
践
目
標
の
も
と
、
各
種
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活

動
拠
点
で
あ
る
地
区
公
民
館
を
中
心

に
、
町
民
の
自
主
的
・
自
発
的
な
学

習
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
生
涯
学

習
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
各

地
域
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
い
か
し

た
特
色
あ
る
、
誰
も
が
気
軽
に
運
動

を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
国
立
大
学
法
人
や
民
間
と

の
連
携
、
い
わ
ゆ
る
「
産
学
官
連
携
」

に
よ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
取

り
込
ん
だ
町
独
自
の
ア
プ
リ
の
開
発

に
取
り
組
み
、
歩
く
習
慣
付
け
に
よ

る
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
そ

の
利
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
使
用
す

る
聖
火
の
も
と
と
な
る
火
の
一
部
を
、

町
内
の
小
中
高
生
が
養
老
の
火
打
石

を
用
い
て
火
お
こ
し
す
る
採
火
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、

世
界
最
大
規
模
の

競
技
大
会
に
関
わ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
興
味
・
関
心
を

促
し
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
の

維
持

管
理
に
つ

い
て
は
、

閉
鎖
よ
り
４
年
が
経
過
し

て
い
る

旧
池

辺
町
民
体
育
館
の
解
体

工
事
や

総
合
体
育
館
の
ト
イ
レ
の

洋

式
化
工
事
な
ど
に
着

手
し
、
地
域
住

民
の
安
全
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、

快
適
に
施
設
を
利
用
で
き
る

環
境
整

備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
歴
史
文
化

千
人

塚
１

号
古

墳
の

範
囲

確
認

調
査
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
文
化
財

の
調

査
、
保
護
を
行
う
と
と
も
に
、

関
ケ

原
町
と
連
携
し
、
西
濃
地
域
に

幅
広
く
伝
承
地
が

残
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
や

元
正
天

皇
を
は
じ
め
と
す
る
古

代
天
皇
に
関

係
す
る
文
化

遺
産
の
掘

り
起
こ
し
と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◆
人
権

複
雑
・

多
様
化
す
る
人

権
問

題

に
対
応
す
る
た
め
、
町
民

意
識

調

査
な
ど
を
実
施
し
、
町
人
権
教
育
・

啓
発
に

関
す
る
基

本
計
画
の
改

訂

に
着

手
し
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画

性
別
に

関
係
な
く
、
誰
も
が

対
等
な
立

場
で

支
え

合
え
る
社
会

環
境
の
実

現
を
目
指
し
、
養
老
町

第
三

次
男

女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の

策
定
に
向
け
町
民

意
識

調
査
を
実

施
し
ま
す
。

輝
く
人
の
ま
ち
【
人
】

重
要
施
策
１

予算の使い道
「第五次総合計画」に掲げる４つの主要施策の

主な事業と予算について紹介します。

パラリンピックの聖火の
採火に用いられる養老の火打石

家族の絆「愛の詩」詩集
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◆
公
共
交
通

養
老
鉄
道
養
老
線
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
沿
線
７
市
町
で
協
力
し
て
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
養
老
線
交
通

圏
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基

づ
き
、
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
た
、
養
老
町
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
公
共
交

通
を
再
検
証
し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◆
道
路
網

東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
養
老
Ｉ
Ｃ
以
南
の
開
通
見

通
し
の
公
表
な
ら
び
に
県
境
間
の
早

期
開
通
に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
県
道
に
つ
い
て
は
、
養
老

Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
と
連
絡
す
る

（
仮
称
）
橋
爪
大
橋
の
早
期
完
成
を
強

く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
大
垣
養
老

公
園
線
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
幹
線
道
路

整
備
の
促
進
を
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
道
に
つ
い
て
は
、

町
民
生
活
を
支
え
る
社
会
基
盤
と

し
て
、
老
朽
化
が
進
む
道
路
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
と
整
備
を
行
い
、

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
を

図
り
ま
す
。

◆
情
報
基
盤

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
に
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
完
了

し
ま
す
。
屋
外
拡
声
子
局
の
増
設
な

ど
に
よ
る
音
声
の
明
瞭
化
や
、
防
災

ア
プ
リ
の
導
入
お
よ
び
安
心
安
全
メ
ー

ル
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
情
報
伝
達
手
段
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
市
街
地
・
集
落
環
境

改
定
を
行
っ
た
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
の
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
都
市

計
画
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
住
環
境

空
家
等
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
老
朽

危
険
空
家
除
却
補
助
制
度
を
新
た
に

創
設
す
る
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
特
定
空
家
等
に
し
な
い
た

め
に
、
所
有
者
な
ど
へ
の
適
切
な
管

理
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
空
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
へ
の
登
録
も
積
極
的

に
推
奨
し
、
移
住
定
住
促
進
事
業
、

空
家
利
活
用
促
進
事
業
の
活
用
を
促

し
、
人
口
減
少
対
策
や
定
住
人
口
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
改
良
住
宅
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
管
理
に
向
け
、
法
的
措
置
を

含
む
毅
然
と
し
た
対
応
を
行
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
２
月
か
ら
改
良
住
宅

譲
渡
の
受
付
を
開
始
し
、
改
良
住
宅

用
地
の
測

量
・
分
筆
も
引
き
続
き
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
上
下
水
道

西
部
簡
易
水
道
区
域
の

上
水
道
統

合
事
業
は

５
カ
年
計
画
の
２
年
目
と

な
り
ま
す
が
、
事
業
の
計
画
的
な
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

下
水
道
事
業
は
、

集
合
処

理
か
ら

個
別
処
理
へ
の

方
針
転
換
に

伴
い
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
さ
ら
な

る
普
及
促
進
に
努
め
ま
す
。

◆
農
林
業

新
た
な

担
い
手
の
確
保
が
年

々
困

難
に
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
か
ら
、
ス

マ
ー
ト

農
業
技
術
を
導
入
し
、
作
業

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

経

営
の
発
展
を
目
指
す

意
欲
あ
る
農
業

者
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て

は
、

農
業
基
盤
総

合
整
備
構
想
に
基

づ
き
、
ほ

場
整
備
事
業
の

採
択
に
向

け
た
取
組
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、

土
地
改
良

区
の

合
理
化
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
畜

産
業
に
つ
い
て
は
、
良

質
な
飛
騨
牛
の
確
保
を
は

じ
め
、
生

産
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

な
お
、

食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
食
肉
の
供
給
を
行
う
ほ
か
、

新
市
場
の
建
設
促
進
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
商
工
業

町
内
に
お
け
る
新

規
創
業
を
後
押

し
す
る
た
め
、
創
業
支
援
補
助

金
を

創
設
し
、

起
業
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
特

産
ブ
ラ
ン

ド
認
証
事
業

で
は
、
認
証
品
と
成
り
う
る
特

産
品

の
開
発
を

資
金

面
か
ら
引
き
続
き

支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
現

在
、
公
開

し
て
い
る

認
証

品
の

Ｐ
Ｒ
動
画
を

更
新
し
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

◆
観
光

本
年
は
養
老
公
園
が
開
園
１
４
０

周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年
と
な
り
ま

す
。
記
念
行
事
の
ス
タ
ー
ト
を
よ
り

一
層
盛
り

上
げ
、
年
間
通
じ
て
の
観

光
誘

客
へ
の
呼
び

水
と
す
る
た
め
、

４
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー

と
ま
る

ご
と

肉
ま
つ
り
養
老
２

０

２
０
を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス

の
影
響
な
ど
社
会
情
勢
を
注

視
し
な

が
ら
、
開

催
に
つ
い
て
検

討
し
て

い
き
ま
す
。

◆
雇
用
・
就
労

県
と
の
連

携
に
よ
る

企
業

誘
致

活
動
の
推
進
に
引
き
続
き
注
力
し
て

い
く

ほ
か
、
地
域

未
来
投
資
促
進
法

基
本
計
画
に
よ
る
地
域

経
済

牽
引

事
業
者
や
新
規
創
業
事
業
者
の
支
援

に
よ
り
、
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
【
基
礎
】

重
要
施
策
２

地域の公共交通機関として欠かせない
養老鉄道

養老公園開園
140周年
ロゴマーク
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◆
子
育
て
支
援

今
年
度
よ
り
第
２
期
養
老
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
子
育
て
中
の
親
子

が
気
軽
に
集
え
る
場
所
の
確
保
の
た

め
、
土
曜
日
に
船
附
こ
ど
も
園
に
お

い
て
園
庭
開
放
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

入
手
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
応
援
サ

イ
ト
「
よ
う
ろ
う
っ
こ
」
に
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
を
追
加
し
、
母
子

手
帳
ア
プ
リ
と
も
連
携
し
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
一
助
と
し

て
男
性
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
県
が

新
た
に
取
り
組
む
胃
が
ん
対
策
強
化

事
業
費
補
助
金
を
活
用
す
る
な
ど
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
小
児
が
ん

患
者
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用
や
が
ん

患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
の

助
成
を
実
施
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
特
定
健
診
を
継
続
し
て
行
い
、

重
症
化
に
よ
る
療
養
費
の
増
加
を

抑
制
し
ま
す
。

◆
地
域
福
祉

日
常
生
活
圏
域
に
お
い
て
、
行
政

や
保
健
・
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
合
う
こ
と

が
で
き
る
地
域
の
仕
組
み
作
り
に
引

き
続
き
取
り
組
む
た
め
、
第
３
次
養

老
町
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

10月

31日
か
ら

11月
３
日
ま
で
、

本
県
に
お
い
て
第

33回
全
国
健
康
福

祉
祭
岐
阜
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

岐
阜
２
０
２
０
）
が
開
催
さ
れ
、

養
老
町
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
競
技
を

担
当
し
ま
す
。
全
国
各
地
よ
り
代
表

選
手
ら
約
５
０
０
人
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
町
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

と
選
手
関
係
者
の
競
技
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
と
介
護
給
付
費

の
急
激
な
増
加
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
、
町
民
の
意
識
調
査
等
に
基

づ
き
、
第
８
期
養
老
町
介
護
保
険

事
業
計
画
・
老
人
福
祉
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
認

知
症
へ
の
地
域
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、

従
来
の
町
民

公
開
講
座
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
に
加
え
、
実

践
・

参
加
型
の
認

知
症
徘
徊

模
擬

訓
練
を
行
い
ま
す
。

◆
障
が
い
者
福
祉

障
害
者
基
本

法
等
に
基
づ
き
、

障
が
い
の
有

無
に
関

わ
ら
ず
、
相

互

に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
、
共
に
支

え
合
い
な
が
ら

暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る「
共
生
」の
実

現
に
向
け
、
町
民
の

意
識
調
査
や
計
画
策
定

部
会
の

意
見
集
約
を
行
い
、
第
３
次
養
老
町

障
が
い
者
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

◆
交
通
安
全

高
齢
運
転
者
の
重
大
な

交
通
事
故

が
急
増
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

75歳
以
上
の
高

齢
運

転
者
を
対
象
と
し
て
、
国
土
交

通
省
が
認
定
し
た

後
付
け
急
発
進
等

抑
制
装
置
の
設

置
に

要
し
た
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
運
転
者
の
安
全
対
策
を
行
い
ま
す
。

◆
消
費
生
活

近
年
、

多
様
化
す
る

詐
欺
行

為
か

ら
町
民
の

財
産
を
守
る
た
め
、
県
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

西
濃
５

町
で

消
費
生
活

相
談

窓
口
を
継
続

し
て
開
設
す
る
な
ど
、
消
費
生
活
の

安
定
と
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
防
災
対
策

民
間

ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の

撤
去
等

に
つ
い
て
一
昨
年
度
、
国
の
住

宅
・

建
築

物
安
全
ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
に

お
い
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
支
援

制
度
を
活
用
し
、
建

築
物
等
耐

震
化

促
進
事
業
の
一
環
と
し
て
引
き
続
き

補
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の

直
轄

管
理

河
川
に
お
い
て
は

金
草

川
合
流
部
の

樋
門
改

修
の
早
期

完
成
や
河
道

掘
削
な
ど
を
、
県
管
理

河
川
に
お
い
て
は
津
屋
川

改
修
工
事

や
河
道
内
の

樹
木
伐

採
な
ど
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
、
一
部

工
事
に
着

手
し
た

南
直
江
地
区
の
床
下

浸
水
対

策
と
し
て
は
、
一
日
も
早
い
排
水
ポ

ン
プ
施
設
設
置
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

砂
防
事
業
や
治
山
事
業
と
し
て
は
、

堰
堤
の
設

置
を
含
め
、
各
谷
で
の
適

切
で
速
や
か
な
土
砂
撤
去
、

砂
防
施

設
の
維
持

修
繕
等
を
継
続
し
て
県
に

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
【
暮
ら
し
】

重
要
施
策
３

土曜園庭開放を実施する
船附こども園

健康づくり推進のため行われた
健康フェア

ねんりんピック岐阜２０２０
リハーサル大会の様子
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さ
ら
に
、
将
来
の
大
規
模
自
然
災

害
の
リ
ス
ク
な
ど
を
踏
ま
え
、
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
経
済
社
会

活
動
を
安
全
に
営
む
こ
と
が
で
き
る

強
靱
な
地
域
を
作
り
上
げ
る
た
め
、

新
た
に
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
関
連
に
つ
い
て
は
、
救
助
用

ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、

資
機
材
搬
送
用
ト
ラ
ッ
ク
を
更
新
す

る
こ
と
に
よ
り
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
町

消
防
審
議
会
か
ら
の
消
防
団
員
の

確
保
と
運
営
改
善
策
に
関
す
る
答
申

を
踏
ま
え
、
組
織
改
革
と
制
度
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
町
税

税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

適
正
か
つ
公
平
な
賦
課
は
も
と
よ
り
、

期
限
内
自
主
納
付
の
促
進
や
臨
戸

訪
問
、
滞
納
処
分
の
実
施
に
よ
り
、

引
き
続
き
自
主
財
源
の
確
保
と
収
納

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
税
務
事
務
職
員
の
県
へ
の
派

遣
を
継
続
し
、
実
務
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税

町
の
産
業
・
観
光
の
魅
力
を
発
信

す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
さ
ら
な

る
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

物
品
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
の
新
た
な
返
礼
品
の
開
拓
に

努
め
、
全
国
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
魅
力
あ
る
寄
附
金
制
度
と
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
経
営
の
推
進

重
要
施
策
４

地域防災力強化のための防災訓練

大垣養老高校の生徒が
考案した返礼品の食事券

主な事業と予算 重要施策１ 輝くひとのまち【人】 ★新規事業（一部新規を含む）

★留守家庭児童教室事業 39,051 ★健康セミナー開催事業費 922
（新規：夏休み期間のみ１～４年生に加えて、５・６年生を受入）

★小学校校舎等施設整備事業 9,893 ★デジタル技術活用ウォーキング普及事業 3,132
（新規：小学校校庭遊具更新・撤去工事）

○「家族の絆・愛の詩」募集事業 1,897 ★パラリンピック採火フェスティバル事業 185

★体育施設整備事業 25,297 ★文化財保護事業 5,189
（新規：千人塚１号古墳範囲確認調査事業、西美濃古代皇族の歩み探訪事業）

主な事業と予算 重要施策２ 活力のあるまち【基盤】 ★新規事業（一部新規を含む）

○養老鉄道活性化事業 110,135 〇簡易水道統合事業 266,684

★地域公共交通網形成計画推進事業 1,987 ★県営ほ場整備事業 50,719

★防災行政無線デジタル化整備事業 417,556 ○ネクスト100プロジェクト事業 32,119
（新規：防災アプリの導入）

○老朽危険空家除却事業 1,500 ★観光事業振興費 6,583
（新規：ぎふロケツーリズム協議会への加入）

主な事業と予算 重要施策３ 安心・安全なまち【暮らし】 ★新規事業（一部新規を含む）

〇移住定住促進事業 6,989 ★母子保健事業 7,164
（新規：男性不妊治療助成金）

★公立認定こども園等維持管理事業 14,452 〇全国健康福祉祭（ねんりんピック）開催事業 3,653
（新規：こども園土曜日園庭開放事業）

★利用者支援事業 768 ★交通安全啓発費 2,364
（新規：子育て支援サイト「ようろうっこ」システム改修） （新規：後付け急発進等抑制装置設置補助金）

★認定こども園整備事業 29,546 ★災害対策事業 11,149
（新規：養北こども園西園舎解体工事） （新規：養老町安心安全メールの機能拡充、防災講習会の開催）

主な事業と予算 重要施策４ 地域経営の推進 ★新規事業（一部新規を含む）

○ふるさと納税推進事業 249,087 ○自治町民会議設立事業 10,332

単位：千円
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２月20日（木）、養老小学校卒業記念公演オペレッ

タ「養老物語」の本公演が町民会館で行われました。

総合的な学習の時間の総仕上げに位置付けられてい

るこの公演は、今回で26回目を迎え、今年も６年

生の皆さんにより、さまざまな工夫が凝らされた演

技が披露され、会場を訪れた多くの人々をひきつけ

ていました。

公演終了後、源丞内役を務めた岩永楓真さんは

「今まで練習してきたことを出すことができて、達

成感があります。」と振り返っていました。

オオオオオペペペペペレレレレレッッッッッタタタタタ「「「「「養養養養養老老老老老物物物物物語語語語語」」」」」ががががが上上上上上演演演演演ささささされれれれれままままましししししたたたたた！！！！！

オペレッタ「養老物語」を披露する児童たち

２月28日（金）、町と岐阜協立大学は、多様な分

野で包括的に緊密な協力関係を築き、持続的・発展

的に連携を深めることにより、活力ある地域社会の

形成・発展および未来を担う人材育成ならびに町民

等の教育文化活動等の推進に寄与することを目的と

して、連携に関する協定を締結しました。

締結式の中で同大学の竹内治彦学長は「地元の大

学として、地域の活性化に少しでも役立てればと思

います。」と抱負を述べられました。

岐岐岐岐岐阜阜阜阜阜協協協協協立立立立立大大大大大学学学学学ととととと包包包包包括括括括括連連連連連携携携携携協協協協協定定定定定ををををを締締締締締結結結結結

協定書を取り交わす竹内治彦学長（左）

３月11日（水）、交通安全栄誉章の最高位「緑十字

金章」を受章された、養老地区交通安全協会の安田

正直さん（上多度分会）が、大橋町長に受章を報告

しました。「緑十字金章」は長年にわたって交通安全

活動に尽力した人に贈られる勲章で、安田さんは、

40年以上にわたり、交通安全推進のために尽力

されました。

報告の中で安田さんは「皆さんのおかげで、受章

することができました。」と喜びを語られ、大橋町長

は「おめでとうございます。これからも地域のため

にお願いします。」と述べました。

「「「「「安安安安安田田田田田正正正正正直直直直直さささささんんんんんににににに緑緑緑緑緑十十十十十字字字字字金金金金金章章章章章」」」」」

大橋町長へ受章の報告に訪れた安田正直さん（左）
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□□■■□□４４月月１１日日かかららのの養養老老町町防防災災情情報報ににつついいてて□□■■□□

・防災行政無線のデジタル化

町では、国の方針により、令和４年11月30日までに現在のアナログ方式からデジタル方式に移行する必要がある

ため、令和元年から令和２年度までの２カ年をかけ整備しています。

この整備に伴い、新たに拡声子局を増設、高性能スピーカーを整備することによる音声の明瞭化を図り、町内全域で

防災行政無線を聞こえやすくします。

また、新たな情報伝達手段としてスマートフォン向けの防災アプリを導入し、簡単に防災情報を確認できるように

整備していきます。

〇安心・安全メール

現在：養老町安心・安全メール→ 新規：養老町あんしん防災ネット

※「養老町安心安全メール」に登録している人は自動的に「養老町あんしん防災ネット」へ移行され「防災情報」「気象

情報」を引き続き使用可能です。

※デジタル化により通常時広報で放送している内容が確認できる「行政情報」の項目が新たに追加されますので、必要

な人は設定を変更してください。

※登録時に３つの項目の中から必要な項目を選択し、自分に必要な情報を選ぶことができます。

次のメールアドレスへ空メールを送信、または下記のQRコードを読み取り、登録してください。

〇防災行政無線自動電話応答装置

３月広報で４月１日から電話番号が変更となると案内して

いましたが、３月14日から右記の電話番号になりました。
専用電話番号 0584―32―3560

今までご利用いただいた0180―99―5566は利用できません。

〇防災アプリ

４月１日から新たに、スマートフォンなどで利用できるアプリを導入します。

防災行政無線で流れた広報を音声・文字で確認、災害時の情報収集をするためのサイトのリンク、選択した避難所へ

の最短ルート案内などが利用できるようになります。

〇防災行政無線受信機・防災ラジオ

現在使用している戸別受信機および防災ラジオは、デジタル化工事完了後使用できなくなります。（令和３年２月ごろ予定）

※デジタル化に対応した受信機は９月ごろから整備予定です。

※一般用の受信機の有償貸与を希望する人には、詳細が決まり次第、広報ようろうで案内予定です。

問総務課 �32―1101

※防災アプリは令和２年４月から運用開始予定

プッシュ型（情報が自動的に配信される）プル型（必要な情報を引き出す）

インターネット
養老町

メール配信サービス
地デジ（ｄボタン） 緊急速報メール 防災行政無線・防災アプリ 広報車 消防団 テレビ・ラジオ

アドレス

t-yoro-anshin@sg-p.jp

配信される情報

①気象情報

②地震情報

③避難勧告

④行政情報 など

QRコード

ＰＣ／スマートフォン フィーチャーフォン（ガラケー）

iPhone版 Android版
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①
給
食
調
理
員

■
報
酬

時
給
８
８
９
円
（
免
許
あ
り

時
給
９
０
４
円
）

■
勤
務
内
容
給
食
調
理
お
よ
び
食
器

洗
浄
業
務

■
そ
の
他
短
時
間
、
月

10日
程
度
の

週
休
対
応
調
理
員
を
募
集

②
保
育
教
諭（
ク
ラ
ス
担
任
）

■
報
酬
月
給
１
９
０

�４
０
０
円

■
勤
務
内
容
保
育
業
務

■
そ
の
他
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教

諭
資
格
必
須

③
こ
ど
も
園
支
援
員

■
報
酬

時
給
９
５
１
円
～
１

�３
０
８
円

■
勤
務
内
容

特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業
等

■
そ
の
他

保
有
資
格
に
よ
り
時
給
が
異

な
り
ま
す
。
看
護
師
・
准
看
護
師
・
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
・
支
援
員
資
格
者
優
遇

④
園
務
員

■
報
酬
時
給
８
７
８
円

■
勤
務
内
容
事
務
お
よ
び
給
食
補
助

な
ど
園
労
務

⑤
指
導
員

■
報
酬
時
給
９
２
５
円

■
勤
務
内
容

延
長
保
育
業
務
（

14時

30分
～

18時

30分
）

■
そ
の
他

子
育
て
支
援
研
修
（
地
域

型
保
育
）修
了
者

〈
共
通
事
項
〉

■
対
象
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間

月
～
金
曜
日
（
基
本
、

給
食
実
施
日
）
園
に
よ
り
早
番
・
遅

番
、
土
曜
日
出
勤
あ
り

※
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
雇
用
期
間
採
用
時
～
令
和
３
年
３

月
末
ま
で

■
手
当

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
等
加
入

■
必
要
書
類
な
ど

履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）
・
印
鑑
・
免
許

状
・
資
格
証
等
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
４
月

28日（
火
）

問
申
子
ど
も
課

�
32―

５
０
７
８

①
給
食
調
理
員

■
報
酬

時
給
８
８
９
円
（
免
許
あ
り

時
給
９
０
４
円
）

■
勤
務
内
容
給
食
調
理
お
よ
び
食
器

洗
浄
業
務

■
そ
の
他
月

10日
程
度
の
欠
員
対
応

の
調
理
補
助
員
も
募
集
中

②
学
校
支
援
員

■
報
酬

時
給
１

�０
０
２
円
（
免
許

あ
り
時
給
１

�１
０
３
円
）

■
勤
務
内
容
学
校
生
活
に
お
い
て
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生

徒
の
サ
ポ
ー
ト

③
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬

時
給
８
９
７
円
（
資
格
あ
り

時
給
９
２
５
円
）

■
勤
務
内
容
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト
（
平
日

：
14時

30分
～

18時

45分
、
土
曜
日
・
夏
期
休
業
日
な
ど

：

７
時

45分
～

18時

45分
）

④
事
務
補
助
員

■
報
酬
時
給
８
７
８
円

■
勤
務
内
容

学
校
教
職
員
の
事
務
補
助

■
勤
務
時
間

週

19時
間
以
内
※
応
相
談

■
募
集
人
数
２
人

■
雇
用
期
間
採
用
時
～
令
和
３
年
２

月
末
ま
で

■
手
当
通
勤
手
当
あ
り

〈
共
通
事
項
〉

■
対
象
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地
町
内
小
・
中
学
校

■
必
要
書
類
な
ど

履
歴
書
（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）
・
印
鑑
・
資
格

証
の
写
し
（
調
理
師
免
許
・
教
員
免

許
・
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
）

■
申
込
期
限
４
月

24日（
金
）

〈
①
、
②
、
③
共
通
事
項
〉

■
勤
務
時
間

月
～
金
曜
日
（
基
本
、

給
食
実
施
日
）
※
時
間
は
学
校
に
よ

り
応
相
談

■
募
集
人
数
若
干
名

■
雇
用
期
間
採
用
時
～
令
和
３
年
３

月
末
ま
で

■
手
当

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

問
申
教
育
総
務
課

�
32―

５
０
８
５

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数
２
戸

■
建
設
年
度
平
成
５
年
度

■
構
造
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・

戸
当
た
り
の
床
面
積

78㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
５
万
円

■
敷
金
家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
駐
車
料
金
１
台
目
／
３
１
３
０
円
、

２
台
目
か
ら
２
０
８
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ｂ
・
Ｃ
棟

■
場
所
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数
Ｂ
棟
４
戸
・
Ｃ
棟
１
戸

■
建
設
年
度
Ｂ
棟
平
成

12年
度
・

Ｃ
棟
平
成

15年
度

■
構
造
Ｂ
棟
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・

Ｃ
棟
耐
火
構
造
２
階
建

戸
当
た
り
の
床
面
積

78㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
Ｂ
棟
４
万
６
５
０
０
円

Ｃ
棟
４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
家
賃
の
３
ヵ
月
分

■
駐
車
料
金
１
５
６
０
円
／
台

■
入
居
資
格
〈
①
、②
共
通
〉

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が

15万

８
０
０
０
円
以
上

48万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
申
込
期
間

４
月

10日（
金
）～

24日（
金
）

■
入
居
予
定
５
月
下
旬

問
申
改
良
住
宅
対
策
室

�
32―

５
０
７
９

～
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
～

■
日
時
４
月
８
日（

水
）

10時
～

11時

30分

■
場
所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

問
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

�
32―

１
１
４
７

読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
簡
単

な
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
４
月

23日（
木
）

10時

30分
～

11時

30分

■
場
所
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

問
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

�
32―

１
１
４
７

募
集

公
立
こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員

小
中
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

町
営
住
宅
入
居
者

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

親
子
手
作
り
ラ
ン
ド

ス
マ
イ
ル「
絵
本
読
み
聞
か
せ
」

2020年4月号版
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～
子
育
て
サ
ロ
ン
～

親
子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

遊
べ
る
楽
し
い
遊
び
場
を
提
供
し
、
子

育
て
の
悩
み
や
不
安
を
お
持
ち
の
人
の

相
談
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時
４
月

15日（
水
）

９
時

45分
～

11時

30分

■
場
所
高
田
公
民
館

■
対
象
未
就
園
児
と
保
護
者

問
申
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
34―

３
５
０
４

新
し
い
春
が
来
ま
し
た
ね
！
手
先
を

親
子
で
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

～
手
作
り
お
も
ち
ゃ
（
こ
い
の
ぼ
り
な

ど
）～

■
日
時
４
月

22日（
水
）

10時
～

12時

（
受
付
９
時

30分
～
）

■
場
所
町
中
央
公
民
館

■
対
象
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員

20組
程
度

■
参
加
費
１
人
１
０
０
円

■
申
込
期
限
４
月
７
日（
火
）ま
で

■
持
ち
物
お
茶
・
お
箸
・
ス
プ
ー
ン
・

フ
ォ
ー
ク

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込
申
込
期
間
内
に

「
ich
ig
o
_k
o
so
d
a
te@
y
a
h
o
o
.co
.jp
」

（
子
育
て
支
援
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル
）へ

参
加
予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ

ん
の
名
前（
ふ
り
が
な
、
年
齢
）、
住
所
、

連
絡
先（
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

携
帯
電
話
か
ら
の
申
し
込
み

の
人
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受

信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
い
ち
ご

代
表
山
内
智
音

�０
９
０
―
２
１
３
８
―
５
３
４
０

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
の
人
を
対
象

に
、
就
業
支
援
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所
講
座
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
講
座
内
容
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
、
介
護
福

祉
士
国
家
試
験
対
策
講
座
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
受
験
対
策
講
座
、
医
療

事
務
・
調
剤
薬
局
事
務
、
パ
ソ
コ
ン

講
座
、
簿
記
講
座

■
対
象
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
の
人

■
定
員
全
講
座
合
わ
せ
て

90人
程
度

（
抽
選
）

■
受
講
料

無
料
（
教
材
費
な
ど
は
自

己
負
担
）

■
申
込
方
法
西
濃
県
事
務
所
福
祉
課

ま
で
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（

�
73―

１
１
１
１
内
線
２
３
２
・

２
３
５
）

■
申
込
期
間
４
月

20日（
月
）～
５
月

15日（
金
）ま
で

問
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー

�０
５
８
―
２
６
８
―
２
５
６
９

２
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
水
道
課

�
32―
５
０
８
２

平
成

30年
度
に
養
老
公
園
こ
ど
も
の

家
を
、
県
お
よ
び
イ
ビ
デ
ン
グ
リ
ー
ン

テ
ッ
ク
株
式
会
社
と
協
定
を
結
び
、
一

次
避
難
所（

指
定
緊
急
避
難
場
所
）と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
県
と
協

議
を
し
、
協
定
を
見
直
し
た
結
果
、
指

定
避
難
所
と
な
り
ま
し
た
。

問
総
務
課

�
32―

１
１
０
１

４
月

29日（
水
・
祝
）に
予
定
さ
れ
て

い
た
第

40回
町
芸
能
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問
町
芸
能
協
会
会
長

髙
木
賢
治

�
34―

１
９
３
２

就
業
支
援
講
習
会

お
知
ら
せ

水
道
の
水
質
検
査

ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

第

40回
町
芸
能
大
会
中
止

子
育
て
支
援「
い
ち
ご
」

養
老
公
園
こ
ど
も
の
家
が

指
定
避
難
所
に
な
り
ま
す

新教育長に 森島 惠照 氏就任

３月町議会定例会で、新教育長に森島惠照氏（59）

が選任同意され、就任しました。

任期は、令和３年９月30日までです。

【略 歴】

昭和58年、南濃町立石津小学校に奉職。以後、

町立高田中学校教頭、町立養老小学校校長などを

歴任。平成29年４月から町立高田中学校校長を

務めていました。

養老町京ケ脇在住

もり しま けいしょう

新副町長に 川地 憲元 氏就任

３月町議会定例会で、新副町長に川地憲元氏（51）

が選任同意され、就任しました。

任期は、令和６年３月31日までです。

【略 歴】

平成３年町役場に奉職。以後、企画政策課長兼

養老改元1300推進室長、企業誘致・商工観光課長

などを歴任。平成31年４月から特命事項推進監（部長

級）を務めていました。

養老町室原在住

かわ ち のり もと
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町国際化推進会議では、夏にドイツからの青少年の滞在を受け入れていただける家庭

と秋にドイツ・バートゾーデン市へ派遣する団員を募集しています。

子どもから大人までさまざまな価値観や文化を共有し、素敵な体験をしてみませんか？

日独交流事業

スマイルカードの活用法

スマイルカードの満点カードは、加盟店または町商工会に加入している一部のお店で金券（500円券）として

利用したり、季節ごとのイベントの応募券や町指定のゴミ袋（２袋）と交換できるお得なカードです。

ポイントは、加盟店での買物の他に町図書館で本を借りたり、プールを利用

する、町総合体育館を利用する、町中央公民館の学習講座を受講する、町保健

センターで行う検診を受けるなどでも貯まります。買物でなくてもポイントが

貯まる場所があるというのはちょっとおトクなお話。ポイントが貯まったカード

は他にも、銀行口座への500円貯金にもなります。養老鉄道を利用する人は1,000

円分のクーポン券にも換えられます。「養老スマイルカード」ぜひ有効活用して

みてください。

問養老カード振興会事務局（町商工会内）�32―0549

■策定計画名称

・養老町都市計画マスタープラン

・養老町地域公共交通網形成計画

・第２期 養老町子ども・子育て支援事業計画

町ホームページにて計画を公表しています。今後は、この計画に基づいて町の都市計画・公共交通網形成および子育

て支援を行っていきます。

また、アンケート調査やパブリックコメントなどを通じてさまざまなご意見、ご提言いただいた皆さん、ご審議いた

だいた関係委員の皆さん、ご協力ありがとうございました。

問町都市計画マスタープラン・町地域公共交通網形成計画について 建設課 �32―5081

第２期 養老町子ども・子育て支援事業計画について 子ども課 �32―5078

３つの計画を策定しました

申し込みに関する詳しい内容や、過去の交流については町ホームページをご覧ください。

問スポーツ振興課 �32―5087 問生涯学習課 �32―5086

受 入 期 間 ７月29日（水）～８月13日（木）

募 集 家 庭 10家庭（予定）

参 加 資 格 町内在住の家庭

申 込 期 限 ５月22日（金）

派 遣 期 間 ９月下旬～10月上旬の１週間程度（予定）

募 集 人 数 ５人（予定）

参 加 資 格 町内在住、または在学・在勤で、町の魅力

をドイツで紹介したい人

※過去にスポーツ・文化交流団員として

派遣経験がある人は対象としません。

参加負担金 10万円程度（見込み）

申 込 期 限 ５月29日（金）

ホストファミリー募集
ご家庭で国際交流

派 遣 団 員 募 集
ドイツで国際交流
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陶磁器類・蛍光管などの有害ごみを収集します

町では、有害ごみ（蛍光灯・水銀を使用している体温計や茶碗、湯飲みなどの陶磁器類、乾電池）を「ごみカレンダー」

の回収計画に基づき、収集しています。

今年度より有害ごみ回収場所の増設をおこないました。今年度は年４回収集します。

第１回を下記の日程で収集しますので、決められた日に指定の収集場所へ出してください。なお、有害ごみを出すと

きは以下の事項にご注意ください。

平成31年度から国の浄化槽設置事業実施要綱が変更され、「単独浄化槽や汲み取り便槽から合併処理浄化槽への転換」

に対して補助金の予算が重点化されるとともに、既存合併処理浄化槽からの建て替えなどの汚水処理未普及に資さない

ものは原則として補助金の対象外となりました。

このことを受けて、国の要綱と連動して実施している町の補助制度についても、４月から次のとおり変更いたします。

主な変更点

①本人の居住の用に供する建物に浄化槽を設置される人のみが対象となります。

（店舗や事業所、アパートなどは対象外となります。）

②浄化槽の設置が汚水処理未普及の解消につながらないものは対象外となります。

（既に合併処理浄化槽の設置された家屋の建替・増改築や、新しい浄化槽への入れ替えの場合などは対象外となります。）

問生活環境課 �32―1106

令和２年度 高度処理型合併処理浄化槽
設置整備事業補助金制度の変更について お知らせ

【収集するもの】

・蛍光灯（ＬＥＤ除く） 体温計（水銀式）

陶磁器類 乾電池

（それぞれに分別して出してください。

電球とＬＥＤは燃やせないごみです。

乾電池にはボタン電池も含みます。）

※収集場所は右記収集場所のみです。

通常の集積場とは異なりますので、

ご注意ください。

【収集時間】

●指定日前日の15時～18時

●指定日当日の７時～９時

地 区 収 集 場 所
搬 入 指 定 日

前 日 当 日

高 田 町役場東駐車場 ５月７日（木） ５月８日（金）

養 老 町中央公民館第１駐車場 ５月13日（水） ５月14日（木）

広 幡 広幡公民館 ５月14日（木） ５月15日（金）

上 多 度 上多度公民館（上多度プラザ） ５月20日（水） ５月21日（木）

池 辺 池辺公民館 ５月21日（木） ５月22日（金）

笠 郷 笠郷公民館（就業改善センター） ５月27日（水） ５月28日（木）

小 畑 小畑公民館 ５月11日（月） ５月12日（火）

多芸西部 町福祉センター ５月18日（月） ５月19日（火）

日 吉 日吉公民館 ５月25日（月） ５月26日（火）

多芸東部 多芸公民館 ６月１日（月） ６月２日（火）

室 原 室原自治会館 ６月１日（月） ６月２日（火）

有害ごみ収集日程

問生活環境課 �32―1106
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老朽危険空家除却事業補助金

町では、老朽化等により倒壊等のおそれのある危険な空家を除却する者

に対し、解体撤去に係る経費の一部を補助します。

（対象空家に対して１回限り）

●補助対象空家

① 建築物およびこれに付属する工作物等であって、同一敷地内にある

すべての建物等を、おおむね１年以上居住していないまたは使用して

いないもの

② 住宅地区改良法（昭和35年法律第84号）第２条第４項の規定する不良

住宅で、「老朽危険度判定表」に定める評価項目の評点が合計100点以上である建物

③ 倒壊すれば当該住宅が存する敷地の接面道路との境界線を超え、通学や避難に支障をきたすおそれが

あるもの

④ 所有権以外の権利が存しないもの。ただし、所有権以外の権利の権利者が建築物の解体等に同意して

いる場合も同様とする

●補助対象者

① 対象空家又は対象空家の存する土地所有者で、登記事項証明書等で所有者として確認できること

ただし、対象空家または対象空家の存する土地の登記簿等の共有者または所有者死亡による相続人が

複数いる場合は、その代表者とする

② 養老町暴力団排除条例（平成24年養老町条例第２号）第２条に規定する暴力団員または暴力団員等で

ないこと

③ 町税等に滞納がないこと

●補助対象経費

・対象空家の解体撤去に係る工事費および廃材等の運搬ならびに処分に要する経費とする

●補助金額

補助対象経費の額に、３分の１を乗じて得た額（千円未満の端数は切り捨てた額）とし、30万円を上限

とする

問建設課 �32―5081

後付け急発進等抑制装置設置補助について

４月から、高齢運転者交通安全対策事業として、75歳以上の人を対象とした、後付け急発進等抑制装置設置の

補助を始めます。補助内容の詳細につきましては、お問合せください。

高齢者の公共交通機関利用に対する支援について

４月から、高齢者の公共交通機関利用支援事業として、65歳以上の運転免許証返納者等を対象とした、養老

鉄道回数券の交付を始めます。内容の詳細につきましては、お問合せください。

子育て世代の公共交通機関利用に対する支援について

４月から、子育て世代の公共交通機関利用支援事業として、未就学児の保護者等を対象とした、養老鉄道回数

券の交付を始めます。内容の詳細につきましては、お問合せください。

問建設課 �32―5081
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犬の登録と狂犬病予防集合注射について

期日 実施場所 時間

５月11日（月）
町中央公民館 第２駐車場 13時15分～14時15分

大悲閣 14時30分～15時

５月12日（火）

上多度公民館（上多度プラザ） ９時30分～10時30分

広幡公民館 10時45分～11時30分

笠郷公民館（就業改善センター） 13時～14時

５月13日（水）
養老ニュータウン ９時30分～10時15分

池辺公民館 10時30分～11時30分

５月14日（木）

小畑公民館 ９時30分～10時30分

室原自治会館 10時45分～11時30分

日吉公民館 13時～13時30分

５月15日（金）
高田公民館（産業文化会館） 10時30分～11時30分

町役場 13時～14時15分

狂犬病予防法により、飼い犬には登録と狂犬病予防注射（年１回）が義務づけられています。犬を飼いはじめたら30

日以内に登録をしなければいけません。（生後90日以内の子犬は90日を過ぎてから）

町では、令和２年度の狂犬病予防集合注射を次の日程表のとおり実施しますので、犬を飼っている人は最寄りの会場

で注射を受けてください。

※令和２年度は旧船附こども園での注射は実施しません

■対 象 生後90日以上の犬

■手数料 登録している犬 １頭につき 3，200円

（注射料金 2，650円＋注射済票交付手数料 550円）

新規登録する犬 １頭につき 6，200円

（上記＋登録手数料 3，000円）

※おつりのないよう、ご協力ください。

※令和元年10月の消費増税により、注射料金のみ変更がありました。

予防注射後にお渡しする注射済票（新規登録犬は鑑札も）は、犬が行方不明になったり事故にあったりした時、

飼い主を捜す手がかりとなります。また、野犬捕獲で捕まった際の識別にも必要です。首輪などにつけてわかり

やすくしておきましょう。

※登録している犬の飼い主には、予防注射の案内を通知します。通知書は必ず会場に持参してください。また、

通知書は再発行しませんので、なくさないようご注意ください。

問生活環境課 �32―1106



ホットヨガ参加者募集

40℃前後の室内で湿度を上げ、発汗を促進しヨガを行います。

発汗でお肌も体もリフレッシュできます。ぜひご参加ください。

■日 時 前半 ５月の毎週日曜日と６月７（日） 11時～12時

後半 ６月14日（日）・28日（日）と7月の毎週日曜日 11時～12時

■場 所 スポーツマックス・養老

■参加対象 16歳以上

■定 員 前半６回と後半６回 各コース20人

一日体験 各日５人

■参 加 費 ６回コース 6,000円

一日体験 1,500円/１回

■申込方法 来館のうえ、申込用紙に必要事項を記入し、券売機でチケットを購入して、フロントに提出してください。

■持 ち 物 タオル、水分補給の飲み物、ヨガマット（無料貸出あり）

問スポーツマックス・養老 �33―0140
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※※予備自衛官補（一般・技能）については、第１回で採用予定に達した場合、第２回は実施しない場合があります。

問「自衛隊岐阜地方協力本部 大垣地域事務所」大垣市林町５－18光和ビル２階 �73―1150

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表

予備自衛官補

（ 一 般 ）
18歳以上34歳未満の人 第１回

１月６日～４月10日

第２回

７月１日～９月11日

第１回

４月18日～22日のうち１日

第２回

10月３日～６日のうち１日

第１回 ５月22日

第２回 11月６日
予備自衛官補

（ 技 能 ）

18歳以上で保有する技能に

応じ53歳～55歳未満の人

自衛官候補生

（男子・女子）
18歳以上33歳未満の人 年間を通じて行っています。 受付時にお知らせします。 受付時にお知らせします。

自 衛 官 等 募 集 案 内

対 象：料理に興味のある男性（未経験者大歓迎）

ご飯の炊き方やオーブンなどの使用方法から覚えられます。

概 要：講師から作り方の説明を聞いた後、５品の料理を３～４人１組で作ります。

簡単なものから難しいものまで、栄養価の高いレシピも多くあります。

期 間：５月～令和３年３月（月１回開催）

関催日時：毎月第３金曜日 ９時30分～12時（月により変更する場合あり）

場 所：町中央公民館

参 加 費：1,000円/回（講師料・材料費）

申 込 み：４月20日（月）までに「料理サークル事務局」へ申込みください。

問事務局・近藤朝夫 �32―2329

『男の料理サークル』参加者募集
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船附こども園では、平日実施している園庭開放以外に、土曜共同保育実施日に限り、園庭を開放します。詳細は

次のとおりです。

■対 象 未就学児（保護者同伴に限る）

■開放時間 10時～16時（土曜共同保育実施日のみ）

■そ の 他

・インターホンで職員に声を掛けてご利用ください。

・施設内は飲食禁止・禁煙です。（体調管理のための水分補給は除く）

・けがの対応は保護者でお願いします。（流水で洗う、応急ばんそうこうを貼るなど）

・ゴミは、必ず持ち帰ってください。

園庭開放中は通常保育を実施していますので、利用される皆さんにとって、安全で有意義な時間になるよう、

ご協力ください。

問子ども課 �32―5078

船附こども園 土曜日園庭開放について

公共下水道事業の地方公営企業法適用について

問水道課 �32―5082

町の公共下水道事業は４月１日から、これまでの「官公庁会計」から、地方公営企業法を適用した「企業会計

（複式簿記）」へ移行しました。

なお、同法の適用は主に会計方法の変更であり、下水道使用料などの納付方法などについてはこれまでと変

更はありません。

地方公営企業法の適用による効果

・経営状況の明確化

貸借対照表や損益計算書などの財務諸表を作成することで、財政状況や経営状況を分かりやすく示すこと

ができます。

・適正な財産管理

減価償却の導入により、施設の老朽化の状態を的確に把握することができます。
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ねんりんピック岐阜2020開催記念

月刊 ねんりんピック

第１回 ねんりんピック岐阜2020とは

2020年といえば、「東京オリンピック・パラリンピック」！

日本中が熱気と興奮に包まれ「スポーツ」で盛り上がりを見せる中、県では「全国健康福祉祭（ねんりんピック）」

が初めて開催されます。町では「ペタンク競技」を開催し、全国から集まった選手による熱戦が繰り広げられ

ます。「月刊ねんりんピック」では、ねんりんピックの開催を記念して、４月号から９回にわたって大会情報や

ペタンク競技などについて連載していきます。

問健康福祉課 �32―1105

ねんりんピックは、60歳以上の人々を中心とするスポーツ、文化、健康と福祉の総合的な祭典です。

昭和63年に厚生労働省50周年を記念し、第１回大会が開催されて以来、毎年各県で開催されています。

大会中は、スポーツや文化種目の交流大会をはじめ、健康や福祉に関する多彩なイベントが開催され、

全国から約１万人の選手や役員が参加します。

そもそも、ねんりんピックって何？

10月31日（土）～11月３日（火・祝）

大会期間

清流に 輝け ひろがれ 長寿の輪

大会テーマ

シンボルマーク

シンボルマークの意味

老いも若きも仲よく、ともに生きていく社会を二人の人物で表して

います。また、２つの円はその組み合わせによりお互いに助け合い、

健康と福祉の輪が未来に向かって広がっていくことを意味しています。

○次月は開催競技、大会マスコットについて掲載します。

100歳を迎えられた皆さまに対し、大橋町長から長寿のお祝い状と祝い金が贈呈されました。

今井はるさん（三神町） 古市ともゑさん（小倉） 髙木まさをさん（烏江）
※ご家族が代理で受け取られました。

ご長寿おめでとうございます。



県自死遺族の会（千の風の会）では、大切な家族を自死で亡くした人が、悲しみや深い思いを安心して語り合える「分

かち合いの集い」や、千の風の会のメンバーが、小人数で、自死遺族のお気持ちをお聴きする「サポートスペースれんげ

草」を開催しています。（申込不要）

■開催日時

■場 所 県精神保健福祉センター（県障がい者総合相談センター２階 集団療法室）

岐阜市鷺山向井2563－18

■参 加 費 無料

■対 象 家族を自死で亡くした人

分かち合いの集い
奇数月の第４日曜日

13時30分～16時

サポートスペースれんげ草
毎月第１水曜日 10時～11時30分

（４月、５月は第２水曜日）

問県精神保健福祉センター（県障がい者総合相談センター内） �058―231―9724

千の風の会について

令和２年度の国民年金保険料は 月額16，540円です。

令和２年度の国民年金保険料について

令和２年度の学生納付特例受付が始まります

問住民人権課 �32―1104 大垣年金事務所 �78―5166

学生納付特例は所得の少ない学生が、年金保険料の納付を先送り（猶予）できる制度です。

対象者は大学（大学院）、短大、専門学校等の各種学校に在学する学生などで本人の前年所得が基準以下（118

万円＋扶養親族数×38万円＋社会保険料控除等）の人です。※２月27日時点

学生納付特例の猶予期間は４月～翌年３月で毎年度申請が必要です。年金手帳やマインナンバーがわかるもの、

学生証（有効期限等が記載）または在学証明書（原本）、印鑑を持って住民人権課で申請してください。

令和元年度に学生納付特例制度で納付猶予されている人で、引き続き在学予定の人には、はがき形式の学生

納付特例申請書が日本年金機構より送付されます。令和２年度も納付猶予を希望する人は、このはがきに必要

事項を記入し返送してください。（学生証などの写しの添付は不要です。学校などが変更になった場合、住民人権

課にてあらためて申請してください。）

離 婚 時 の 年 金 分 割 制 度

離婚した場合、２人の婚姻期間について、厚生年金の支給額の計算の基となる報酬額を分割して、年金額を

２人で分割できます。離婚後２年以内に手続きを行う必要があるので、早めに大垣年金事務所まで相談ください。

年金についてのお知らせ

広報ようろう 2020.4.119
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差
別
を
解
消
す
る
に
は

生
活
を
共
に
し
た
り
、
学
習
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
寝
た
子

を
起
こ
す
な
と
い
う
人
が
あ
り
ま
す

が
、
決
し
て
何
も
し
な
い
で
差
別
は

解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。
交
流
な
ど
を
通

し
て
共
に
生
活
し
て
み
る
と
、
良
さ

や
本
当
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
部

落
差
別
は
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

作
ら
れ
た
差
別
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

今
回
は
、
別
の
角
度
か
ら
差
別
・

い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

ど
う
し
て
差
別
・
い
じ
め
は

な
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

七
月
の
あ
る
日
、
テ
レ
ビ
を
見
て

い
た
ら
、
あ
る
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
が
、

「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
や

関
東
大
震
災
で
の
朝
鮮
人
襲
撃
、
あ

る
国
の
大
統
領
が
四
人
の
民
主
党
議

員
に
国
外
へ
出
る
よ
う
に
発
言
す
る

な
ど
、
人
間
は
動
物
だ
か
ら
、
本
能

的
に
攻
撃
し
た
い（
や
っ
つ
け
た
い
）・

支
配
し
た
い（
上
に
立
ち
た
い
）と
考

え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
お
っ
て
は

な
ら
な
い
。
人
間
は
、
何
も
し
な
い

で
い
る
と
戦
争
や
差
別
を
す
る
存
在

で
あ
る
。
教
育
に
待
つ
以
外
に
無
い
。」

と
い
う
内
容
の
話
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

差
別
・
い
じ
め
の
本
質

人
間
の
根
本
的
本
能（
本
性
）の
中

に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
見
栄
●
名
誉
欲
●
支
配
し
た
い

●
争
い
た
い
●
競
い
た
い

●
闘
争
し
た
い
●
怠
け
た
い

も
し
も
、
人
間
の
本
能
が
こ
の
よ

う
な
も
の
だ
け
で
あ
れ
ば
、
人
類
は

と
う
の
昔
に
滅
ん
で
し
ま
っ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

従
っ
て
、
人
間
は
こ
の
よ
う
な
本

能
を
打
ち
消
す
力
を
も
兼
ね
備
え
て

い
ま
す
。

【
人
間
の
二
大
欲
求
】

①
生
理
的（
臓
器
発
生
的
）欲
求

②
社
会
的（
心
理
発
生
的
）欲
求

○
お
金
・
財
産
が
欲
し
い

○
他
人
よ
り
も
優
れ
て
い
た
い

○
尊
敬
さ
れ
た
い

○
軽
視
さ
れ
た
く
な
い

○
集
団
に
加
わ
り
た
い

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
は
誰
も
が

〇
良
く
見
ら
れ
た
い

〇
尊
敬
さ
れ
た
い

〇
仲
間
に
入
り
た
い

と
本
能
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

脳
は
次
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
と
喜

び
、
ド
ー
パ
ミ
ン
を
放
出
し
ま
す
。

【
脳
が
喜
ぶ
七
つ
の
習
慣
】

①
笑
う
…
人
も
自
分
も

②
感
謝
す
る
…
出
会
い
や
生
き
て
い

る
こ
と
に

③
ほ
め
る
…
人
も
自
分
も

④
つ
な
が
る
…
友
人
を
大
切
に

⑤
祈
る
…
人
の
幸
せ
を

⑥
信
じ
る
…
自
分
を
信
じ
る

⑦
語
ら
う
…
よ
く
話
し
、
良
く
聞
く

こ
の
よ
う
に
、
人
は
誰
も
が

〇
ほ
め
ら
れ
る
と
嬉
し
い

〇
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
嬉
し
い

〇
仲
間
と
信
じ
合
え
る
と
嬉
し
い
…
、

と
本
能
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
欲
求
と
脳
の
持
つ
特
性

を
い
か
し
た
活
動
を
、
次
の
二
点
で

教
育
や
生
活
の
中
に
継
続
的
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
差
別
や
い

じ
め
は
解
消
し
て
い
け
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

一
点
目
は
、
根
本
的
本
能
を
昇
華

さ
せ
る
活
動
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ

と
で
す
。
人
は
誰
も
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
、
争
い
た
い
・
競

い
た
い
・
闘
争
し
た
い
・
支
配
し
た

い
、
と
い
う
欲
望
・
願
望
を
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
通
し
て
う
ま
く
昇
華

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
、

会
話（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）で
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
動
物
の
飼

育
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
、

思
い
を
正
し
く
相

手
に
伝
え
、

ル
ー

ル
に
従
い
、
愛

情
を
持
っ
て

接
す
る

よ
う
に
し
て
、
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

二
点
目
は
、
脳
が
喜

ぶ
七
つ
の
活

動
や

体
験
（
特
に
学

校
教
育
で
は
、

ほ
め
る
・
つ
な
が
る
・
語
ら
う
）
を

繰
り

返
し
行
う
こ
と
で
す
。
脳
は
、

喜
び
や

快
感
に
関
す
る
行

為
を
す
る

と
、
神
経
伝
達
物
質
で
あ
え
る「
ド
ー

パ
ミ
ン
」
を
放
出
し
、
そ
の

直
前
に

や
っ
て
い
た
行
動
を

繰
り
返
そ
う
と

し
ま
す
。
こ
れ
を
、
「
強

化
学
習
」
と

い
い
ま
す
が
、
脳
が
喜

ぶ
良
い
習

慣

を
繰
り

返
し
「

強
化
学
習
」す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
良
い
習

慣
が
身
に

着
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
教
育
で

従
っ
て
、

家
庭
や

地
域
に
お
い
て

も
、
本
能
を
昇
華
し
て
い
く
活
動
を

生
活
に
取
り
入
れ
た
り
、
脳
が
喜

ぶ

良
い
活
動
や

体
験
を

繰
り

返
し
行
う

指
導
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
護

者
や
指

導
者
が
、
体

罰
や

虐

待
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
こ
と

に
十
分
注

意
し
、
活
動
や

体
験
を
さ

せ
る
と
共
に
、

繰
り
返
し
脳
が
喜

ぶ

良
い

実
践
を
す
る
と
い
っ
た
教
育
を

行
う
こ
と
が
、
差
別
や
い
じ
め
を
解

消
す
る
大
切
な
方

策
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

どうして いじめ・差別はなくならないのか？

強化学習を継続して繰り返すことが大切！
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『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ

●対象者 町内在住の人。

※「タッチパネルでもの忘れチェック」は、認知症予防の出前講座としても実施しています。（おおむね10人以上集まる団体）

希望する団体は、事前に町地域包括支援センターへお申込みください。

日にち 時 間 場 所 内 容 申込み

５月13日（水）
10時～

11時30分

町地域包括支援センター

（町保健センター２階）

もの忘れが始まっている可能性について、

点数で判定できる機器を使用します。５

項目の質問に対話方式で答えていただき

ます。１人あたり５分程度の時間です。

※このチェックは、認知症を診断するも

のではありません。認知症の診断には、

医療機関の受診が必要です。

不要

『認知症家族のつどい』のお知らせ

●対象者 家族のもの忘れが心配な人。認知症の人の家族・認知症の人を介護した経験のある人。

日にち 時 間 場 所 内 容 申込み

５月７日（木）
10時～

11時30分

町地域包括支援センター

（町保健センター２階）

認知症の人の家族のための交流会です。

「家族が認知症かもしれない。」「対応につい

ての悩みを話せる仲間を作りたい。」など、

日頃の悩みや思いを話しませんか。

不要

町では、認知症の人やその家族を温かく見守る応援者である「認知症サポーター」養成を地域に出向いて行います。

ご自身や家族、地域のために学んでみませんか。

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

『認知症サポーター養成講座』のご案内

対 象 者 おおむね10人以上のグループ（町内会や職場など）でお申し込みください。

実 施 日 グループが希望する日（原則、土・日曜日、祝日を除く）

内 容 認知症の症状・治療・予防・関わり方などを学びます。

時 間 １時間半

費 用 無料

申し込み方法 受講希望日の１カ月前までに町地域包括支援センターへお申し込みください。
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女
子
高
生
探
偵
ト
ラ
ン
ジ
と
、
助
手
の
ピ

エ
タ
。
あ
る
と
き
、
ト
ラ
ン
ジ
に
秘
め
ら
れ

た
恐
る
べ
き
事
実
が
明
ら
か
に
な
り

芥
川
賞
作
家
が
送
る
ス
リ
ル
×
サ
ス
ペ
ン
ス

×
友
情
の
超
弩
級
ガ
ー
ル
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
！

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
間
近
の
東
京
で
、
配

送
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
青
酸
ガ
ス
が
発
生

す
る
テ
ロ
が
次
々
と
起
こ
る
。
更
に
、
ト
ン

ネ
ル
火
災
や
鉄
道
線
路
の
土
砂
崩
れ
な
ど
、

物
流
が
狙
わ
れ
、
陸
の
孤
島
と
な
り
か
け
る

東
京
。
そ
の
危
機
に
、
物
流
の
プ
ロ
で
あ
る

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
立
ち

向
か
う
！

は
じ
め
て
保
護
猫
を
迎
え
る
人
に
向
け
て
、

飼
い
主
の
心
の
持
ち
方
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当

て
な
が
ら
、
役
立
つ
情
報
を
紹
介
。

職
場
か
ら
日
常
生
活
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
潜
む
「
思
考
の
罠
」
。
認
知
心
理
学
や
行

動
経
済
学
の
知
見
か
ら
、
合
理
的
に
考
え
る

た
め
の
心
理
戦
術
を
紹
介
す
る
。

死
神
に
道
を
聞
か
れ
た
！
今
の
仕
事
が
自

分
に
向
い
て
い
な
い
と
い
う
死
神
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
」

「
自
分
の
得
意
な
方
向
」「
社
会
の
中
の
自
分
」

を
考
え
る
物
語
。

ボ
ク
も
し
も
の
せ
か
い
に
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
…
い
つ
も
い
っ
し
ょ
の
あ
の
子
が

ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
大
事
な
も
の
を

突
然
失
っ
た
と
き
、
心
に
ぽ
っ
か
り
と
空
い
た

穴
は
ど
う
や
っ
て
埋
め
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
。

な
ん
ど
も
読
み
返
し
た
く
な
る
優
し
い
物
語
。

応
急
手
当
の
方
法
を
、
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か

り
や
す
く
解
説
。
１
は
、
鼻
血
、
切
り
き
ず

等
の
日
常
的
な
け
が
や
、
脱
臼
、
骨
折
、
動

物
に
噛
ま
れ
る
等
の
大
き
な
け
が
の
応
急
手

当
を
取
り
上
げ
る
。
Ｎ
Ｇ
手
当
も
掲
載
。

●
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
！

日
時
４
月

18日（
土
）

14時

30分
～

指
導
児
童
館
職
員

参
加
費
無
料

●
楽
し
い
読
み
聞
か
せ

日
時
毎
週
土
曜
日

14時

第
２
・
３
・
４
日
曜
日

14時
～

担
当
第
２
土
曜
日
(４
月

11日
)

た
ね
ど
ん
ど
ん
、
ま
ぁ
み

第
２
土
曜
日
以
外
の
毎
週
土
曜
日

た
ね
ど
ん
ど
ん

●
赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！

赤
ち

ゃ
ん
と

一
緒
に
読
み
聞
か
せ
や
手

あ
そ
び
し
て
、
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

日
程
４
月

21日（
火
）

10時

30分
～

対
象

赤
ち
ゃ
ん
と
家
族

●
雑
誌
・
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル

図
書
館
で
保

存
期

限
の
切
れ
た

雑
誌
を

皆
さ
ん
に

再
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

無
料
配
布
し
ま
す
。

欲
し
い

本
が
あ
れ

ば
、

ご
自

由
に

お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

期
間

５
月
２
日（
土
）～

６
日（

水
・
振
休
）

時
間

８
時

30分
～

17時

場
所

町
民
会
館

展
示
室

●
町

図
書
館
で
は

ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は

図
書
館

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
す
す
め
の
本

「
ピ
エ
タ
と
ト
ラ
ン
ジ
」

藤
野
可
織
／
著
講
談
社

お
知
ら
せ
（
図
書
館
）

「
ま
ん
が
で
読
む
は
じ
め
て
の
保
護
猫
」

猫
び
よ
り
編
集
部
／
著

日
東
書
院
本
社

「
東
京
ホ
ロ
ウ
ア
ウ
ト
」

福
田
和
代
／
著

東
京
創
元
社

「
ま
い
ご
の
し
に
が
み
」

い
と
う
み
く
／
作
理
論
社

「
も
し
も
の
せ
か
い
」

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
著
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
社

「
Ｍ
Ｂ
Ａ
心
理
戦
術
１
０
１
」

グ
ロ
ー
ビ
ス
／
著

文
藝
春
秋

「
ぱ
っ
と
見
て
わ
か
る
！
は
じ
め
て
の
応
急
手
当
１
」

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
こ
ど
も
知
育
研
究
所
／
編

岩
崎
書
店

① ごぼうは皮をこそげ、ささがきにする。

糸こんにゃくは食べやすい大きさに切る。

馬肉は細かく切る。

② 鍋にＡと①を入れて煮る。

③ ごぼうがやわらかくなったら、みりんを加えて少し煮る。

ごぼう 大１本

糸こんにゃく 100ｇ

馬肉（こま切れ） 150ｇ

●１人分栄養量

……………………

……………

…………

エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 食塩相当量

94kcal 8.6g 1.0g 44mg 1.1g

しょうゆ 小さじ５

Ａ 酒 大さじ２

砂糖 大さじ１・1/2

みりん 小さじ２

…………

…………………

………

…………………

＜副菜＞肉ごぼう

牛肉とは違ったあっさりとしたうま味が味わえる煮物です。

戦後、馬肉は牛肉より安く手に入ったため、たんぱく質源と

して食べられていました。伝えていきたい郷土食です。
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○
消
防
団
入
退
団
式

期
日

４
月
５
日（
日
）

場
所

町
総
合
体
育
館

○
郡
消
防
操
法
大
会（
小
型
ポ
ン
プ
）

期
日

６
月

21日（
日
）

場
所

町
中
央
公
民
館
駐
車
場

○
県
消
防
操
法
大
会

期
日

８
月
２
日（
日
）

場
所

安
八
郡
神
戸
町

○
郡
消
防
協
会
機
動
演
習

期
日

11月

22日（
日
）

場
所

笠
郷
地
区

○
郡
消
防
協
会
講
習
会

期
日

11月

22日（
日
）

場
所

町
総
合
体
育
館

○
消
防
団
年
末
夜
警

期
日

12月

29日（
火
）

～

30日（
水
）

場
所

町
内

○
町
消
防
出
初
式

期
日

令
和
３
年
１
月

10日（
日
）

場
所

町
民
会
館

２
月
８
日（
土
）、
９
日（
日
）の
２
日

間
、
消
防
本
部
で
入
署
５
年
未
満
の

消
防
士
を
対
象
と
し
た
消
防
隊
員
基

礎
教
育
競
練
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
準
耐
火
構
造
３
階
建
て
、
３
階
よ

り
出
火
、
１
名
逃
げ
遅
れ
あ
り
」
と
の

火
災
想
定
に
よ
り
、
１
組
２
人
、
計

10人
の
隊
員
が
日
頃
の
訓
練
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

優
秀
賞
に
輝
い
た
松
井
消
防
士
、

北
山
消
防
士
組
が
三
和
消
防
長
よ
り

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
各
種
訓
練
に
取
り
組
み
、

災
害
対
応
能
力
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

令
和
２
年
度
町
消
防
団

主
な
行
事
予
定

消
防
隊
員
基
礎
教
育
競
練
会

を
実
施

競練会の様子

■
ま
ほ
ろ
ば
短
歌
会

友
よ
り
の

�梅
苗
を
庭
先
に
朝
日
を
あ
び
し
花
は
艶
や
か

古
川
奈
津

剪
定
の
梅
枝
指
せ
ば
ふ
く
ふ
く
と
日
ご
と
華
や
ぎ
花
咲
ゆ
き
る

村
上
や
す
子

節
分
に
命
分
け
た
る
豆
く
ら
い
歳
の
数
だ
け
く
ら
い
て
笑
う

竹
田
義
秋

新
し
き
年
始
ま
り
て
願
う
な
り
孫
や
ひ
孫
の
無
病
息
災

清
水
康
子

ふ
る
里
の
象
鼻
山
に
も
春
来
れ
ば
じ
い
ば
ば
と
言
う
蘭
の
咲
き
ぬ
る

河
村
紀
年

● ● ● 西小倉集会所が完成 ● ● ●

問総務課 �32―1101

西小倉区会は、２月中旬、西小倉地内に地域コミュニティ活動

の拠点となる「西小倉集会所」（木造平屋建て・床面積161.62㎡）

を新築しました。

この集会所は、宝くじの社会貢献事業として、宝くじの受託

事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成事業を

活用し、令和元年度の「宝くじの助成金」で整備しました。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



広報ようろう 2020.4.1 24

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
日 時 母子健康手帳の交付に必要な持ち物

４月17日（金）
５月１日（金）
いずれも
15:00～16:00受付

①医療機関が発行した妊娠届出書（妊娠証明書）

②妊婦さんご本人のマイナンバーを確認できるもの（個人番号カードまたは通知カード）

③妊婦さんご本人の身元を確認できるもの（運転免許証またはパスポートなど）

※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合は、ご連絡ください。

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対 象 備 考

健
診

乳 児 健 診 ６月２日（火）

13：20～

14：00

令和２年１月16日～
令和２年２月29日生まれ

・該当者には２週間前

までに通知します。

10か 月 児 健 診 ６月９日（火）
令和元年７月16日～
令和元年８月31日生まれ

１歳６か月児健診 ５月12日（火）
平成30年９月１日～
平成30年10月15日生まれ

２ 歳 児 歯 科 健 診
◇フッ素塗布（１回目）診察あり

５月27日（水）
13：00～

13：30
平成30年３月１日～
平成30年４月15日生まれ

◇フッ素塗布（２回目） ５月27日（水）
14：00～

14：15
平成29年９月１日～
平成29年10月15日生まれ

・該当者への通知はあり

ません。

３ 歳 児 健 診 ５月26日（火）
13：20～

14：00
平成29年３月１日～
平成29年４月15日生まれ

・該当者には２週間前に

通知します。

相
談 育 児 相 談

４月28日（火）

５月12日（火）

10：30～

11：30

乳幼児の発達・発育に

不安や悩みをもつ人

【申込】不要

【持ち物】

母子手帳・バスタオル

教
室

パ パ マ マ 教 室

内容:出産後の育児に
ついてなど

５月９日（土）

実施時間

９：30～

11：30

令和元年12月･令和２年

１月･２月妊娠届出者
【申込】５月１日（金）

成人の相談・検診

行事名 実施日 場所 対 象 備 考

相
談 健康相談・

体組成測定
５月11日（月）

受付時間 10：00～11：30
町保健センター 一般住民

・心身の悩みや健診結果

などについての相談を

受け付けます。

検
診

胃･大腸･肺がん検診

○料金･検査方法

胃がん検診 500円
（胃部X線検査）

大腸がん検診 500円
（便潜血反応検査）

肺がん検診 500円
（胸部X線検査、喀痰検査）

（胸部X線のみ 100円）

○受付時間

８：30～11：00

４月23日（木）・24日（金）
笠郷公民館

（就業改善センター）

40歳以上の人

【申込】４月20日（月）

までに町保健センター

へ電話で（健康診査希

望調査で申込をした人

は不要）

※次回の胃・大腸・肺がん

検診は６月に実施し、

広報５月号に掲載します。

５月８日（金）・11日（月）
上多度公民館

（上多度プラザ）

５月15日（金） 日吉公民館

５月18日（月）・22日（金）・

25日（月）
池辺公民館
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休日診療医療機関（４月12日～５月10日）休日診療の問い合わせ：救急医療情報センター（�32－3799）

４月12日（日） ４月19日（日） ４月26日（日） ４月29日（水・祝）
５月３日（日）～

５月６日（水・振休）
５月10日（日）

大橋整形外科

�33－2188

西美濃厚生病院

�32－1161

西美濃厚生病院

�32－1161

木村医院

�32－0063

西美濃厚生病院

�32－1161

さくまクリニック

�33－0117

【診療時間】９時～16時30分 【持ち物】保険証、受診料 ◆一部変更の場合があります。

＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関） 予防接種は通年実施しています。

予防接種名 対 象 予診票の配布方法

ヒ ブ
生後２か月～生後60か月未満の人

出生月翌月末に郵送します。小児の肺炎球菌

Ｂ 型 肝 炎 生後２か月～生後12か月未満の人

４ 種 混 合
（百日せき・ジフテリア
破傷風・不活化ポリオ）

生後３か月～生後90か月未満の人 乳児健診の案内に同封します。

Ｂ Ｃ Ｇ 生後３か月～生後12か月未満の人 乳児健診で配布します。

麻しん・風しん
（１・２期）

１期：生後12か月～24か月未満の人 10か月児健診で配布します。

２期：平成26年４月２日～

平成27年４月１日生まれの人

対象者に郵送します。

接種期限：令和３年３月31日（水）

水痘（水ぼうそう） 生後12か月～生後36か月未満の人 10か月児健診で配布します。

日 本 脳 炎
１期：３歳～生後90か月未満の人 ３歳児健診の案内に同封します。

２期：９歳～13歳未満の人 満９歳到達時に郵送します。

ヒトパピローマウイルス
（子宮頸がん予防）

中学１年生～高校１年生の女子
※現在、子宮頸がん予防ワクチンの接種は、

積極的にはお勧めしていません。

〈日本脳炎予防接種について〉

平成12年４月２日～平成19年４月１日生まれで、１期・２期の接種が終わっていない人は、20歳になるまでの間、平成19

年４月２日～平成21年10月１日生まれで、１期の接種が終わっていない人は、９歳から13歳になるまでの間、接種できます。

町保健センターへ問い合わせください。

風しんの抗体検査および予防接種
内 容 対 象 料 金 クーポン券など有効期限 備 考

風しんの抗体検査
および予防接種

昭和41年４月２日～

昭和47年４月１日生まれの男性
無 料 令和３年３月31日（水）

対象者にはクーポン券などを

郵送しています。

※昭和37年４月２日～昭和41年４月１日生まれの男性で希望する人は、町保健センターへお問い合わせください。

高齢者の予防接種（接種場所：町内指定医療機関）
予防接種名 対 象 料 金 接種期限 備 考

高齢者
肺炎球菌

65歳･70歳･75歳･80歳･85歳･

90歳･95歳･100歳で過去に

受けたことのない人

（年齢は令和３年４月１日現在）

4，000円

（接種した医療

機関で支払う）

令和３年

３月31日（水）
対象者には予診票を郵送します。

※接種時に60歳以上65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器に重い障がいがある人およびヒト免疫不全ウイルスにより

免疫機能に重い障がいのある人（身体障害者手帳１級程度）も対象となります。接種を希望する人は身体障害者手帳を持って

町保健センター窓口へお越しください。
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無料相談

相談種類 相談日 時間 場所 連絡先

人権相談 4月15日（水） 13時～16時 町老人福祉センター２階
住民人権課
�32-1104

法律相談 要予約
（弁護士が相談を受けます）

4月16日（木） 13時～15時 町老人福祉センター２階
町社会福祉協議会
�34-3504

行政相談
（行政への苦情などを受けます）

4月 8日（水） 13時～16時 町老人福祉センター２階
総務課
�32-1101

心配ごと相談 4月15日（水） 13時～16時 町老人福祉センター２階
町社会福祉協議会
�34-3504

定期職業相談
4月17日（金）
5月 1日（金）

13時～16時 町福祉センター
町福祉センター
�32-1147

結婚相談 4月 8日（水） 14時～16時
町商工会館（町産業文化
会館）相談室

町商工会事務局
�32-0549

マリサポ相談室
（婚活相談会）

4月12日（日）
９時30分～
11時30分

山口会館
子ども課
�32-5078

県よろず支援拠点による 要予約

中小企業経営相談窓口 5月 7日（木） 13時～17時 町中央公民館 中ホール
企業誘致・商工観光課
�32-1108

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます）

4月20日（月）
5月 1日（金）

10時～12時
13時～15時 企業誘致・商工観光課

企業誘致・商工観光課
�32-1108
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◆介護保険料 １期分

◆水道料・下水道料・

農業集落排水使用料・住宅使用料 ４月分

＊口座振替日は４月30日（木）です。
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人口 ２８，５４１人 （－24）

男 １４，０３９人 （－4）

女 １４，５０２人 （－20）

世帯数 １０，４３３世帯（－6）

転入 ４２人 転出 ５１人

出生 ９人 死亡 ２４人
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問生活環境課 �32―1106

ペットボトルの分別についてのお願い

資源化物として回収しているペットボトルについて、円滑な資源化を進めるため、次の点に注意して出してください。

①資源化物として回収するペットボトルは、ペットボトルマークがついているもの（飲料、しょうゆ、酒類などの容器）です。

②ペットボトルキャップとラベル等の包装は、はずして「プラスチック製容器包装」に出してください。ペットボトル

本体は月１回のペットボトル収集日に出してください。

③色付きのペットボトルや、ウォーターサーバーの空き容器は資源化できないため、「可燃ごみ」に出してください。

資源の再生利用・ペットボトルの分別に皆さんのご理解とご協力をお願いします

※資源化物の分別収集は、出す前に中身を使いきって、きれいな状態にして出しましょう。

■正しい分別の仕方

※ペットボトルキャップは、役場や公民館などの専用容器に入れていただくこともできます。

※ 正しく分別されていないペットボトル（例） 正しい出し方（例）

ペットボトルから
・ペットボトルキャップ

・ラベルなどの包装

分別・はがして、

プラスチック製
容器包装収集袋へ

ペットボトル

プラスチック容器
↓

キャップ

プラスチック包装
↓

ラベル

日日本本百百名名水水・・菊菊水水泉泉「「若若水水取取りり」」をを開開催催ししまますす。。

春の観光シーズンの幕開けに、名水百選のひとつ「菊水泉」

で若水取りを開催します。若水取りでは、孝子「源丞内」に

扮した女性が水をくみ取り、養老公園にある養老神社と

養老寺に献水し、観光シーズン中の安全を祈願します。

ぜひお出かけください。

開催日時：３月20日（金・祝） 10時～11時30分（雨天決行）

場 所：養老公園内 養老神社境内

ご寄附ありがとうございました

町生活学校第２班および早崎石油株式会社より車いすを

寄附していただきました。

○町生活学校第２班 ○早崎石油株式会社

車いす１台 車いす１台

柏渕副町長に目録を渡す町生活学校第２班の皆さん

ペットボトルマーク


